
子育ち応援のまち山県市

令和７年４月８日

報道関係者各位 山県市

市の重要文化財 新規２件指定

表敬訪問

４月１０日(木) １３時３０分～ 市役所２階公室

令和７年３月１１日、山県市（市長 林 宏優 以下 当市）に所在する、甘南美寺本堂と

旧観音堂（旧本堂）が市の重要文化財（建造物）に指定されました。指定を受け、住職の

横山大周（だいしゅう）さんが市長を表敬訪問します。

表敬訪問

日 時：令和７年４月１０日（木） １３時３０分～

場 所：山県市役所２階公室（山県市高木１０００番地１）

出席者：山県市長 林 宏優

教育長 服部 和也

甘南美寺住職 横山 大周

指定の経緯

令和７年１月 ８日 甘南美寺が本堂、旧観音堂（旧本堂）の２件を申請

令和７年２月２６日 山県市文化財審議会で、指定相当の答申

令和７年３月１１日 市の重要文化財（建造物）に指定

指定の

ポイント

○本堂
・大正１０年（１９２１年）建立

・全国的にみても類例のない独創的な近代和風建築

⇒特異な構造＝正面に階段がない（一般的な昇殿方法と異なる動線）

⇒複雑な屋根形式（棟ごとに異なる屋根形式を一つにつなぐ構造）

○旧観音堂（旧本堂）
・万治４年（１６６１年/江戸時代初期）建立
・個性的な近世寺院建築

⇒宝形造（ほうぎょうづくり）の屋根

⇒意匠を凝らした装飾

【本件に関する報道関係者からのお問い合わせ】

山県市生涯学習課文化財調査室 安田

Tel：0581-32-9008 Fax：0581-22-6851
Mail：shogai@city.gifu-yamagata.lg.jp

＊名古屋工業大学名誉教授 麓和善氏の所見による



子育ち応援のまち山県市

《参考資料》

【甘南美寺の概要】

・山県市伊自良地域に所在（山県市長滝２７番地１１）

・白華山甘南美寺（臨済宗妙心寺派）

・伊自良地域では、同じく臨済宗妙心寺派の東光寺と並んで、山県市を代表する有名な

お寺

・伊自良湖奥の境内の佇まいは壮観で、市内有数の観光スポット（「伊自良湖」「甘南美

寺」は市の名勝に指定）

現住職 横山大周さん（市指定無形民俗文化財「伊自良十六拍子」保存会ほかでも活躍中）

【甘南美寺境内の文化財】

・「甘南美寺のサクラ」（エドヒガンザクラ） 県指定天然記念物

・「甘南美寺の花の木の大樹」 市指定天然記念物

・「甘南美寺のモミの木」 市指定天然記念物

・「甘南美寺」 市指定名勝

【用語について】

近代和風建築：江戸時代までに形作られた日本固有の建築の伝統を引き継ぎ、近代化の

なかでつくられた建造物のこと

宝形造：屋根の形式の一つ。四つの屋根の面を頂上の一点に集めた形の屋根
ほうぎょうづくり

甘南美寺本堂 甘南美寺旧観音堂（旧本堂）

【本件に関する報道関係者からのお問い合わせ】

山県市生涯学習課文化財調査室 安田

Tel：0581-32-9008 Fax：0581-22-6851
Mail：shogai@city.gifu-yamagata.lg.jp



子育ち応援のまち山県市

【本件に関する報道関係者からのお問い合わせ】

山県市生涯学習課文化財調査室 安田

Tel：0581-32-9008 Fax：0581-22-6851
Mail：shogai@city.gifu-yamagata.lg.jp

「甘南美寺本堂」の複雑な屋根

「甘南美寺のサクラ」と名勝「甘南美寺」「甘南美寺のモミの木」

「甘南美寺旧観音堂（旧本堂）」と「甘南美寺の花の木の大樹」


